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高

麗

の

繹

宗

大

屋

徳

城

一

華

嚴

琶

暉

宗

朝
鮮
の
輝
宗
は
朝
鮮
佛
教
の
主
脈
を
爲
す
も
の
で
、
朝
鮮
佛
敏
史
を
縦
断
す
る

一
大
主
潮
で
あ
る
。
抑
朝
鮮
に
は
古
來
多
く
の
宗
派
か
あ
り

支
那
佛
教
の
殆
さ
多
く
が
牛
島
に
傳
は
つ
た
の
で
は
あ
る
が
、
唯

一
時
的
現
象
に
止
り
て
、
後
樫
者
も
な
く
、
其
儘
に
な
つ
て
了
つ
た
も
の
が

少
く
な
く
、
中
に
就
い
て
、
比
較
的
長
期
に
亘
つ
て
、
生
命
を
有
つ
て
ゐ
た
の
は
、
前
後
唯
二
宗
あ
る
の
み
で
あ
る
。
即
ち
高
麗
朝
の
頃
迄
は

華
嚴
宗
が
牟
島
佛
敏
の
主
脈
で
あ
り
、
高
麗
朝
の
中
期
か
ら
、
李
朝
に
か
け
て
は
、
輝
宗
が
圭
脈
で
あ
る
、
随
つ
て
、
牛
島
佛
敏
の
上
牟
期
は

華
嚴
宗
の
時
代
で
あ
り
、
下
牟
期
は
輝
宗
の
時
代
で
あ
る
。

華
嚴
宗
の
時
代
に
於
い
て
は
、
新
羅
朝
に
,
元
曉
及
び
義
湘
の
二
大
人
物
が
あ
り
、
元
曉
は
墨
博
く
し
て
、諸
方
面
の
著
述
が
残
つ
て
ゐ
る
Q

慶
州
券
篁
寺
に
居
つ
た
人
で
、
唐
代
の
佛
敏
家
ε
比
肩
し
て
下
ら
な
か
つ
た
。
義
湘
は
入
唐
し
て
華
嚴
を
傳

へ
た
人
で
、
此
等
の
人
々
に
依
り

て
、
新
羅
時
代
に
は
華
嚴
が
行
は
れ
た
。
元
曉
に
は
華
嚴
経
の
疏
が
あ
つ
た
が
、
傳
は
ら
す
,
起
信
論
の
註
繹
が
今
に
傳
は
り
海
東
疏
の
名
を

以
て
呼
ば
れ
て
居
る
。
義
湘
の
著
述
は
華
嚴

一
乗
法
界
圖
な
さ
が
あ
つ
て
、
新
羅
の
學
僧
ε
し
て
、
櫓
傳
に
も
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

高
麗
朝
に
下
り
て
は
、
王
子
義
天
が
華
嚴
宗
を
標
榜
し
、
入
宋
し
て
、
晋
水
の
浮
源
に
就
い
て
、
華
嚴
を
傳

へ
、
園
宗
文
類
二
十
二
巻
、
教
藏



総
録
三
巻
を
編
し
、
大
に
経
疏
を
刊
行
し
た
が
、
自
身
の
華
嚴
に
關
す
る
撰
述
は
惇
は
ら
ぬ
。
此
頃
,
躰
元
¶こ
い
ふ
人
が
あ
つ
て
、
般
若
課
の

華
嚴
縄
中
観
世
昔
菩
薩
の
所
読
の
法
門
に
就
て
、
澄
観
の
疏
を
繹
し
た
も
の
が
あ
る
。
華
嚴
縄
中
観
世
膏
菩
薩
所
論
法
門
別
行
疏
二
巻
が
之
れ

で
、
版
は
現
に
海
印
寺
に
在
る
。
其
外
、

義
湘
の
白
花
道
場
獲
願
文
を

繹
し
た
略

解
ε
い
ふ
の
が

一
巻
あ
る
。

之
も
版
は
海
印
寺
に
在
る
。

夫
か
ら
義
湘
の

↓
乗
法
界
囲
を
講
じ
た
叢
髄
録
ε
い
ふ
の
が
残

つ
て
ゐ
る
が
,
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
又
高
麗
朝
に
は
均
如
ε
い
ふ
學
曾
が
あ

つ
て
、
智
倣
の
十
句
章
、
法
藏
の
五
教
章
、
三
費
章
、
旨
蹄
章
に
つ
い
て
講
義
を
残
し
て
居
る
。
此
等
は
何
れ
も
圓
通
紗
亡
い
ふ
名
で
呼
ば
れ

て
を
つ
て
、
其
版
は
何
れ
も
海
印
寺
に
残

つ
て
ゐ
る
。
此
等
が
高
麗
朝
の
華
嚴
に
關
す
る
著
述
の
主
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
等
は
未

だ
呆

の
學
界
に
智

れ
て
居
な
い
か
ら
、
守

砦

紹
介
し
て
を

。
醗

判
蟹

逮
譲

翻

幾

畷

二

高

麗

朝

の

暉

朝
鮮
暉
宗
の
初
期
は
高
麗
朝
で
あ
る
が
、
其
の
系
統
は
華
嚴
ε
輝
ε
調
和
し
て
超
つ
た
鐸
ー
詳
に
い
へ
ば
、
支
那
唐
朝
に
興
つ
た
澄
観
、
宗

密
派
の
輝
1
で
あ
つ
た
。

唐
朝
は
輝
の
勃
興
期
で
、
南
北
爾
宗
に
分
れ
た
輝
が
、
南
宗
の
下
に
於
て
、
青
原
行
思
、
南
岳
懐
譲
の
二
流
に
分
れ
、
唐
末
、
五
代
に
及
ん

で
,
五
家
七
宗
を
分
出
す
る
盛
況
に
あ
つ
た
の
で
、
當
時
再
興
の
華

嚴
は
大
に
之
に
接
近
す
る
こ
ε
を

努
め
た
。
其
の
代
表
的
人
物
が
清
涼

灘
圭
蕪

で
あ
る
。
近
時
金
要

の
研
究
に
依
る
ε
、
北
宗
の
方
で
も
、
神
秀
の
下
に
普
寂
、
義
幅
の
二
大
徳
が
あ

つ
て
、
大
に
敏
化
を
布
い

た
ざ
い
ふ
事
で
あ
る
か
ら
、
後
世
南
宗
側
の
史
料
だ
け
で
考
ふ
る
や
う
に
、
北
宗
は
忽
ち
嚢

へ
て
了
つ
た
の
で
は
な
い
。
南
北
二
宗
共
に
盛
況

を
馨

砦

の
で
あ
る
。
灘
勲
難

態
璽
縢
嘩
灘
韓
辮
降
鵬
靭
蜘

宗
密
が
暉
ε
接
近
し
て
著
し
た
代
表
的
著
述
は
輝
源
諸
詮
集

一
百
四
巻
で
あ
る
が
、
今
は
本
文
失
は
れ
て
,
都
序
四
巻
の
み
が
残

つ
て
ゐ
る
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其
他
,
澄
槻
の
議

讐

關
す
藷

疏
羅

膿

舞

婆

が
密
の
園
難

に
關
す
る
諸
疏
は
、
菅
に
其
宗
徒
に
用
ゐ
ら
れ
た
の
み
で
な
く
、
永

-
後
世
毛

轟

宗
に
用
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
羅

灘

藷

鷺

擬

農

吻

斯
く
の
如
き
思
想
を
受
け
て
起
つ
た
の
が
、
高
麗
の
輝
で
あ
る
。
而
し
て
其
首
侶
者
は
普
照
國
師
知
訥
で
あ
る
。

三

一普

昭
…
[團

師

知

訥

一

知
訥
は
高
麗
朝
に
暉
を
創
め
た
人
で
あ
る
。
傳
に
依
れ
ば
、
京
西
洞
州
の
人
、
俗
性
鄭
氏
、
父
は
國
學

々
正
、
母

は
趙
氏
、
開
興
郡
夫
人
,

生
れ
て
多
病
で
あ
つ
た
の
で
、
八
歳
の
時
、
曹
渓
雲
孫
宗
暉
輝
師
に
投
じ
て
祝
髪
受
戒
し
、
大
定
二
十
二
年
壬
寅
、
歳
世
五
歳
に
し
て
、
僧
選

に
中
る
。
未
だ

幾
く
な
ら
す
し
て

南
遊
し
て
、
昌
卒
清
源
寺
に
抵
り
住
し
た
が
、
偶
六
租
壇
経
を

讃
み
、「
眞
如
自
性
起
念
、
六
根
錐
見
聞
豊

知
、
不
染
万
像
、
而
眞
性
常
自
雀
」
の
文
に
至
り
て
、
驚
喜
し
て
獲
る
ε
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
大
定
二
十
五
年
乙
巳
,
普
門
寺
に
寓
し
,
大
藏
を

閲
し
て
、
李
長
者
の
華
嚴
論
を
讃
み
,
重
ね
て
信
心
を
嚢
し
、
前
解
韓
明
か
¶こ
な
り
、
心
を
園
頓
観
門
に
潜
め
た
。
次
で
居
阻
寺
に
往
き
、
定

慧
祉
を
立
て
、
承
安
二
年
戊
午
の
春
,
智
異
山
に
至
り
安
輝
し
弛
。
時
に
大
慧
普
豊
輝
師
語
録
を
得
て
、「
灘
不
在
静
慮
、
亦
不
在
閑
慮
、
不
在

日
用
慮
縁
虜
、
不
在
思
慮
分
別
慮
、
然
、
第

一
不
得
捨
却
静
虚
閑
虎
、
日
用
癒
縁
慮
、
思
慮
分
別
腱
参
」
云
々
の
虚

に
到
り
て
、
盆
得
る
慮
が

あ

つ
た
。
承
安
五
年
庚
申
、
松
廣
山
吉
群
寺
に
移
り
、
徒
を
領
す
る
こ
ε
十
有

一
年
,
或
は
滋
を
談
じ
、
或
は
輝
を
修
し
、
安
居
頭
陀

一
に
佛

,律
に
依
つ
た
の
で
、
四
方
の
縞
白
群
集
し
、
定
慧
肚
を
此
に
移
し
、
常
に
金
剛
経
を
以
て
法
を
立
て
、
六
組
壇
経
、
李
通
玄
の
華
嚴
論
、
大
慧

語
録
を
以
て
義
を
演
じ
、
怪
寂
等
持
門
、
圓
頓
信
解
門
、
経
裁
門
の
三
門
を
以
て
接
得
し
た
。
大
安
二
年
三
月
二
十
日
疾
を
示
し
、
同
二
十
七

日
に
入
滅
し
た
。
師
法
眼
を
具
し
、鯉
漱
し
て
云
ふ
。「
這
個
眼
、
不
是
租
眼
、
這
個
鼻
、不
是
組
鼻
、這
個
口
、不
是
嬢
生
口
、這
個
舌
、不
是
嬢
生

舌

、」法
鼓
を
撃
た
し
め
衆
を
集
め
、
六
環
の
錫
杖
を
策
き
、
歩
し
て
善
法
堂
に
至
り
,
覗
香
昇
座
常
儀
の
如
く
、
廼
ち
錫
を
振
ひ
、
前
夕
方
丈
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中
問
答
語
句
因
縁
を
暴
け
て
云
く
。「輝
法
験
験
,
不
可
思
議
、
今
日
來
到
這
裏
、
欲
爲
大
衆
読
破
去
也
、
爾
等
不
昧

一
着
子
問
來
、
老
漢
亦
不

昧

一
着
子
答
去
」
左
右
を
顧
覗
し
、
手
を
以
て
之
を
摩
し
て

曰
く
。
「
山
曾
命
根
、
盤
在
諸
人
手
裏
、

一
任
諸
人
、
横
抱
倒
曳
、
有
筋
骨
底
出

來
。」便
ち
足
を
伸
べ
て
床
に
鋸
し
、
問
ひ
に
随
つ
て
答
へ
、
言
諦
に
,
義
諦
し
く
、
言
辮
無
碍
で
あ
つ
た
。
最
後
に
曾
あ
り
問
ひ
て
云
く
。「
昔

日
毘
耶
、
浮
名
示
疾
、
今
日
曹
漢
、
牧
牛
作
病
、
未
審
是
同
是
別
」
師
云
【,爾
學
同
別
來
L廼
ち
柱
杖
を
拮
し
藪
下
し
て
云
く
、「
千
種
万
般
、
聰

在
這
裏
、」杖
を
執
り
泊
然
ざ
し
て
逝
く
。
上
哀
悼
し
て
、
佛
日
普
照
國
師
の
號
を
賜
つ
た
。
閲
世
五
士

二
,
臓
三
+
六
。

知
訥
の
輝
は
傳
の
い
ふ
や
う
に
、
六
租
壇
経
に
依
り
て
始
て
所
得
が
あ
り
、
次
で
、
李
通
立
の
華
嚴
論
を
讃
み
て
、
圓
頓
の
法
門
に
心
を
傾

け
、
更
に
大
慧
録
に
依
り
τ
開
眼
し
た
ε
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
い
は
ゴ
無
師
猫
悟
で
、
輝
宗
の
傳
燈
を
重
ん
す
る
方
か
ら
い
へ
ば
、
憂
則
ε

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
、
李
通
玄
に
私
淑
す
る
ε
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、
依
然
清
涼
、
圭
峯
の
脈
を
引
く
も
の
ε
解
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
其
の

曹

漢
宗
ε
名
つ
く
る
の
は
、
曹
漢
大
師
に
因
む
こ
ε
は
勿
論
で
あ
る
が
、
南
宗
の
灘
を
何
塵
よ
り
受
け
た
か
は
嫁
る
ε
こ
ろ
が
な
い
。
唯
壇
経

に
依
つ
た
か
ら
、
左
様
に
構
す
る
の
で
あ
ら
う
。
知
訥
の
著
述
ε
し
て
、
今
日
に
傳
は
つ
て
居
る
も
の
は
、
實
に
左
の
如
く
多
数
で
あ
る
が
,

外

に
語
録
も
あ
つ
た
ら
し
い
。
金
君
繧
の
撰
し
た
昇
李
府
曹
渓
山
松
廣
寺
佛
日
普
照
國
師
碑
銘
並
序
に

「
生
李
所
著
如
結
祉
文
、
上
堂
録
、
法

語

歌
碩
各

蝋
巻
」
ε
あ
る
に
よ
り
て
明
か
で
あ
る
。

眞
心
直
説

一
巻

〔縮
刷
藏
経
縢
秩
に
牧
む
〕

修
心
訣

,

画
巻

〔
同
上
、
並
に
績
藏
に
牧
む
〕

、

・

謹
道
歌
註

一
巻

〔綾
蔵
に
牧
む
〕

、

看
話
決
疑
論

一
巻
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圓
頓
成
佛
論

一
巻

節
要
私
記

一
巻

定
慧
結
肚
文

一
巻

誠
初
心
學
人
文

一
巻

「
縮
藏
〕
〔縢
峡
〕

左

に
定
慧
結
肚
文
を
掲
け
て
、
其
の
宗
風
の

一
斑
を
察
し
よ
う
。

恭
聞
、
人
因
地
而
倒
者
,
因
地
而
起
、
離
地
求
起
無
有
是
慮
也
、
迷

一」心
而
起
無
邊
煩
幡
者
衆
生
也
,
悟

一
心
而
起
無
邊
妙
用
者
諸
佛
也
.

　

迷
悟
難
殊
,
而
要
由

一
心
、
則
離
心
求
佛
者
、
亦
無
有
是
慮
也
、
知
訥
自
妙
年
、
投
身
租
域
、
遍
参
輝
騨
、
詳
其
佛
租
垂
慈
爲
物
之
門
、
要

令
我
輩
、
休
息
諸
縁
、
盧
心
冥
契
、
不
外
馳
求
、
如
経
所
謂
、
若
入
欲
識
佛
境
界
、
當
浮
其
意
如
盧
塞
,
等
之
謂
也
、
凡
見
聞
諦
習
者
、
當

起
難
遇
之
心
、
自
用
智
慧
観
照
、
如
所
説
而
修
、
則
可
謂
自
修
佛
心
、
自
成
佛
道
,
而
親
報
佛
恩
　
、
然
返
観
我
輩
朝
暮
所
行
之
　
、
則
愚

依
佛
法
装
飾
我
人
、
腿
廣
於
利
養
之
途
、
泪
浸
於
風
塵
之
際
,
道
徳
未
修
、
衣
食
斯
費
、
錐
復
出
家
、
何
徳
之
有
、
慮
夫
欲
出
離
三
界
、
而

未
有
絶
塵
之
行
、
徒
爲
男
子
之
身
、
而
無
丈
夫
之
志
、
上
乖
弘
通
,
下
闘
利
生
、
中
負
四
恩
、
誠
以
爲
恥
、
知
訥
、
以
是
長
歎
、其
來
久
突
。

歳
在
壬
寅
正
月
、
赴
上
都
普
濟
寺
談
灘
法
會
、

一
日
、
與
同
學
十
絵
人
約
日
、
罷
會
後
、
當
捨
名
利
隙
遁
山
林
、
結
爲
同
肚
、
常
以
習
定
均

慧
爲
務
、
禮
佛
韓
経
、
以
至
於
執
勢
蓮
力
,
各
随
所
任
而
経
管
之
、
随
縁
養
性
,
放
瞳
準
生
、
遠
追
達
士
眞
人
之
高
行
、
則
堂
不
快
哉
、
諸

公
聞
語
日
、
時
當
末
法
、
正
道
沈
隠
、
何
能
以
定
慧
爲
務
、
不
如
勤
念
彌
陀
、
修
浮
土
之
業
也
、
余
日
、
時
錐
遷
攣
、
心
性
不
移
、
見
法
道

之
興
嚢
者
、
是
乃
三
乗
擢
學
之
見
,
有
智
之
人
、
不
慮
如
是
,
君
我
逢
此
上
乗
法
門
、
見
聞
薫
習
、
堂
非
宿
縁
而
不
自
慶
、
返
生
絶
分
、
甘

爲
樫
塵
人
、
則
可
謂
皐
負
先
狙
、
作
最
後
断
佛
種
人
也
、
念
佛
韓
経
,
萬
行
施
爲
、
是
沙
門
往
持
常
法
,
堂
有
妨
擬
、
然
不
窮
根
本
,
執
相
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外
求
、
恐
被
智
人
之
所
喉
突
(中
略
)
、
今
時
行
者
,
多
云
、
但
得
念
佛
往
生
、
然
後
何
有
哉
、
不
知
九
品
昇
降
、
皆
由
自
心
信
解
大
小
明
昧

而
獲
現
也
、
経
中
以
解
第

一
義
諦
観
進
行
者
爲
上
品
、
堂
以
聰
明
嬢
利
之
心
、
甘
爲
鈍
根
不
解
第

一
義
,
但
構
名
號
哉
、
萬
善
同
録
集
云
、

九
品
往
生
上
下
倶
達
、
或
遊
化
國
見
佛
磨
身
、
或
生
報
土
観
佛
眞
燈
、
或

一
夕
而
便
登
上
地
、
或
経
劫
而
方
詮
小
乗
、
或
利
根
鈍
根
、
或
定

意
散
意
、
是
知
古
今
達
者
、
難
求
浮
土
以
深
信
眞
如
,
專
於
定
慧
、
故
知
彼
色
相
蕪
嚴
等
事
、
無
來
無
去
,
離
於
分
齊
、
唯
依
心
現
。
不
離

眞
如
、
不
同
凡
夫
二
乗
,
不
知
韓
識
現
智
,
故
見
從
外
來
、
取
色
分
齊
故
也
、
如

是

則

錐

日
、
同
生
浮
土
、
愚
智
行
相
、
天
地
懸
隔
、
何

如
現
今
,
學
大
乗
唯
心
法
門
、
專
於
定
慧
,
発
堕
凡
小
、
心
外
取
色
分
齊
之
見
也
、
若
是
租
宗
門
下
、
以
心
傳
心
、
密
意
指
授
之
慮
不
在
此

限
、
瑛
和
筒
云
、
能
悟
租
道
襲
揮
般
若
者
、
末
李
末
之
有
也
、
故
此
勘
修
文
中
皆
依
大
乗
縄
論
之
義
爲
明
謹
、
略
辮
現
傳
輝
門
信
解
護
明
之

由
致
、
並
出
生
入
死
浮
磯
往
來
之
得
失
、
欲
令
入
祉
修
心
之
人
、
知
其
本
末
、
息
諸
口
謹
、
辮
其
椹
實
、
不
柾
用
功
、
於
大
乗
法
門
、
正
修

行
路
、
同
結
正
因
、
同
修
定
慧
、
同
修
行
願
h
同
生
佛
地
、
同
謹
菩
提
、
如
是

↓
切
、
悉
皆
同
學
、
窮
未
來
際
、
自
在
遊
戯
、
十
方
世
界
、

互
爲
主
俘
、
共
相
助
成
、
韓
正
法
輪
、
廣
度
璽
品
、
以
報
諸
佛
莫
大
之
恩
、
仰
惟
佛
眼
謹
此
微
誠
、普
爲
法
界
葦
迷

.嚢
此
同
修
定
慧
之
願
、

鳴
呼
、
衆
生
之
所
以
往
來
者
六
途
也
、
鬼
紳
沈
幽
愁
之
苦
、
鳥
獣
懐
猛
独
之
悲
、

脩
羅
方
曝
、
諸
天
正
樂
、

可
以
整
慮
趣
菩
提
者
、
唯
人

道
能
爲
耳
、
人
而
不
爲
、
吾
未
如
之
何
也
已
突
、
知
訥
、
襲
閲
大
乗
,
歴
観
了
義
経
論
所
読
、
無
有

日
法
不
蹄
三
學
之
門
、
無
有

一
佛
不
籍

三
學
而
成
道
也
、
楊
嚴
経
云
、
過
去
諸
如
來
斯
門
巳
成
就
、
現
在
諸
菩
薩
今
各
入
圓
明
、
未
來
修
學
人
當
依
如
是
法
、
是
故
,
我
奄
今
結
佳

期
、
預
伸
密
誓
、
當
修
梵
行
、
則
仰
慕
眞
風
、
不
生
自
屈
,
以
戒
定
慧
資
薫
身
心
、
損
之
又
損
、
水
邊
林
下
、
長
養
聖
胎
、看
月
色
而
造
遙
,

聴
川
漢
而
自
在
、
縦
横
放
暖
、
逐
慮
消
時
、
猫
縦
浪
之
虚
舟
、
若
凌
室
之
逸
翻
、
現
形
容
於
簑
宇
、
潜
幽
験
於
法
界
、
慮
機
有
感
,
適
然
無

準
突
、
予
之
所
慕
,
意
在
斯
焉
、
若
修
道
人
,
捨
名
入
山
、
不
修
此
行
、
詐
現
威
儀
、誼
惑
信
心
檀
越
、
則
不
如
求
名
利
富
貴
、貧
着
酒
色
、
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身
心
荒
迷
、
虚
過

一
生
也
,
諸
公
聞
語
、
成
以
爲
然
日
、
他
日
能
成
此
約
、
隙
居
林
下
,
結
爲
同
肚
、
則
宜
以
定
慧
名
之
、
因
成
盟
文
、
而

結
意
焉
、
其
後
,
偶
因
選
佛
場
得
失
之
事
,
流
離
四
方
、
未
燧
佳
期
者
、
至
今
幾
盈
十
載
突
,
去
戊
申
年
早
春
、
契
内
材
公
輝
伯
、
得
住
公

山
居
組
寺
、
不
忘
前
願
、
將
結
定
慧
肚
、
馳
書
講
予
於
下
祠
山
普
門
蘭
若
、
再
三
懇
至
、
予
難
久
居
林
堅
、
自
守
愚
魯
、
而
無
所
用
心
也
、

然
追
憶
前
約
、
亦
感
其
懇
誠
、
取
是
年
春
陽
之
節
、
與
同
行
船
輝
者
,
移
棲
是
寺
、
招
集
昔
時
同
恋
者
、
或
亡
或
病
,
或
求
名
利
而
未
會
、

且
與
残
僧
三
四
輩
、
始
啓
法
席
,
用
酬
襲
願
、
伏
望
灘
教
儒
道
厭
世
高
人
、
脱
略
塵
簑
、
高
遊
物
外
、
而
專
精
内
行
之
道
、
符
於
此
意
、
則

難
無
往
日
結
契
之
因
,
許
題
名
字
於
杜
文
之
後
、
難
未

一
會
而
悪
習
、
常
以
擁
念
槻
照
爲
務
、
而
同
修
正
因
、
則
如
経
所
謂
狂
心
欺
慮
、
蜘

是
菩
提
、
性
浮
妙
明
、
匪
從
人
得
,
文
殊
偶
云
、

一
念
浮
心
是
道
場
、
勝
造
河
沙
七
寳
塔
、
寳
塔
畢
寛
確
爲
塵
,

一
念
浮
心
成
正
畳
、
故
侮

知
少
時
囁
念
無
漏
之
因
、
難
三
災
彌
論
、
而
行
業
湛
然
者
也
、
非
特
修
心
之
士
、
成
其
盆
也
、
以
此
功
徳
、
上
祀
聖
壽
萬
歳
、
令
壽
千
秋
、

天
下
泰
李
、
法
輪
常
韓
、
三
世
師
愈
父
母
十
方
施
圭
普
及
法
界
生
亡
,
同
承
法
雨
之
所
霜
、
永
脱
三
途
之
苦
拶
、
超
入
大
光
明
藏
、
遊
戯
三

昧
性
海
、
窮
未
來
際
、
開
嚢
蒙
昧
、
燈
燈
相
績
、
明
明
不
盤
、
則
其
爲
功
徳
、
不
亦
與
徒
牲
相
終
始
乎
、
樂
善
君
子
、
留
神
思
察
焉
,
時
明

昌
元
年
庚
戌
季
春
公
山
隠
居
牧
牛
子
知
訥
謹
誌

、

四

暉
門
拮
頚
集

の
編
纂

知
訥
の
灘
は
斯
様
に
し
て
起
つ
た
。
而
し
て
、
此
の

一
派
を
曹
漢
宗
ミ
呼
ん
で
,
其
法
脈
は
高
麗
朝
を
通
じ
て
流
れ
て
を
る
。
知
訥
が
公
山

か
ら
曹
渓
山
に
移
り
、
定
慧
肚
を
結
ん
だ
の
は
高
麗
神
宗
の
三
年
庚
申
で
あ
る
か
ら
、
曹
渓
宗
の
起
原
は
亦
神
宗
の
三
年
庚
申
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
而
し
て
第
二
世
ε
爲
つ
た
の
は
、
恵
湛
で
あ
つ
て
、
姓
崔
氏
、
羅
州
和
順
縣
の
人
、
字
は
永
乙
、
無
衣
子
ε
號
し
、
眞
壁
國
師
ε
稔
せ

ら
れ
た
人
で
あ
る
。斯
人
の

一
代
の
事
業
ε
し
て
、曹
演
宗
の
秘
鑑
ミ
も
稔
す
可
き
輝
門
拮
頚
集
三
十
谷
が
門
弟
共
の
助
け
に
依
り
て
編
纂
さ
れ
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こ
○
惑
湛
は
甲
午
山ハ日刀払μ
山ハ日
{叔
、

.ア

壽
五
十
七
、
膿
三
・†
二
〇

輝
門
拮
碩
集
は
門
人
眞
訓
等
ε
共
に
、
古
話
凡

一
千

一
百
二
十
五
則
を
集
め
、夫
に
つ
き
諸
家
の
語
録
、
雑
記
に
就

い
て
、
拮
、碩
,
上
堂
、

喋
、
話
、
代
、
別
を
集
め
て
三
十
巻
ε
爲
し
、
略
し
て
「
拮
頒
」
・こ
構
し
た
の
で
あ
る
。
貞
祐
十
四
年
丙
戊
仲
冬
海
東
曹
漢
山
修
輝
肚
無
衣
子
の

序
文
が
附
い
て
を
る
。
然
る
に
、
貞
砧
は
金
の
年
號
で
、
五
年
目
に
興
定
虐
改
元
、
十
年
目
に
正
大
ミ
改
元
し
て
を

る
か
ら
、
固
よ
り
十
四
年

の
あ
る
可
き
筈
は
無
い
。
若
し
十
四
年
丙
戊
の
歳
を
求
む
る
な
ら
ば
、
宋
理
宗
の
寳
慶
二
年
、
日
本
の
嘉
緑
三
年
、
高
麗
の
高
宗
十
三
年
に
當

る
の
で
あ
る
。
然
る
に
拘
ら
す
、
貞
砧
十
四
年
を
用
ゐ
た
の
は
、
當
時
金
隔こ
の
交
通
杜
繕
し
,
改
元
を
知
ら
な
か
つ
た
爲
で
あ
る
。
巻
三
十
の

香

・
二
種
の
嬰

が
あ
る
が
、
文
章
が
切
れ
て
を
る
の
は
妙
で
あ
る
。
夫
に
依
れ
ば
、

一
度
此
三
+
巻
を
開
板
し
た
が
、
彊
都
の
時

朔
器

搬

聴
携
ふ
る
三

渉

出
來
す
し
て
、其
本
を
失
し
た
。
故
量

に
三
百
七
+
四
則
塔

加
し
て
重
刊
せ
ん
ぐ、し
券

、果
さ
な
か
つ
た
の
で
、

輝
師
葉

が
大
馨

司
都
監
に
依
り
て
重
刊
し
虎
の
で
あ
る
。
萬
宗
は
當
代
の
欝

崔
論

名
の
肇

で
、
同
胞
萬
全
異

に
出
家
し
、
萬
宗

は
断
俗
寺
に
居
つ
た
が
、
簾

を
挾
ん
で
大
に
纂

を
や
つ
た
三

垂

ロ麗

史
の
列
轟

銑

軒

熟

列
に
見
え
て
を

。
。
二
種
の
嬰

を
左

に
出
さ
う
。

↓
宗
門
奥
旨
布
在
方
冊
。
學
者
毫
於
披
究
、
先
、
國
師
令
門
人
等
探
集
古
話
凡

一
千

一
百
二
十
五
則
,
並
拮
類
等
語
要
、
編
爲
三
十
巻
、
饅

く木
流
行
、
然
諸
家
語
録
時
未
全
備
、
擢
拾
未
周
、
以
囑
子
後
、
遷
都
時
不
逞
餐
持
、
逡
失
其
本
、
今
曹
渓
老
師
翁

因
其
慶
更
加
商
推
、
撫
前

所
未
見
諸
方
公
案
、
添
三
百
四
十
七
則
,
欲
以
重
錺
,
而
因
縁
未
契
、

輝
師
萬
宗
般
若
中
來
、

乗
夙
願
力
輸
賄
干
海
藏
分
司
、

募
工
彫
鎮

以
壽
其
魏

の
憩
藪
彫
刊
法
寳
流
通
功
徳
、
奉
覗

聖
暦
避
基
儲
閲
街
慶
、
晋
陽
公
壽
算
延
綿
,
身
宮
情
泰
。
干
芙
息
静
、
朝
野
和
卒
、
自
他
故
誤
殺
傷

(
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互
細
物
命
、
三
世
結
構
、
萬
類
冤
灘
、
滅
審
悪
心
、
廻
授
善
道
、
及
予
傘
未
來
世
離
諸
横
難
,
不
滞
他
途
、
常
生
勝
族
、
肢
根
究
備
,
相
好

精
殊
、
業
障
消
除
、
聰
智
嚢
明
、
窮
佛
祀
教
、
悟
自
己
心
、
廣
泊
群
迷
、
径
趣
極
樂
、
願
者

断
俗
寺
住
持
輝
師

萬

宗

記

斯
書
は
濟
家
の
碧
嚴
集
の
類
で
、
曹
渓
宗
で
は
大
邊
流
行
し
た
本
で
、
今
に
以
て
朝
鮮
輝
宗
の
玉
手
箱
ε
爲
つ
て
を

る
。
從
て
種

々
の
未
羅
が

出
來
て
流
行
し
た
。
就
中
尤
も
有
名
な
の
が
、
拮
碩
説
話
で
、
妙
香
山
普
賢
寺
に
其
板
が
遺
つ
て
を
る
。
其
他
知
れ
て
を
る
末
繹
を
列
學
す
る

ミ
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

拮
碩
事
苑

重
編
拮
碩
事
苑

拮
碩
読
話

灘
門
拮
頒
記

拮
類
私
記

三
十
巻

三
十
巻

三
十
巻

三
巻

普
畳
國
象

一
然
…著
〔普
蝿
國
奪
碑
銘
井
序
に
見
ゆ
〕

寳
鑑
國
師
混
丘
著
〔實
鑑
國
師
碑
銘
井
序
に
見
ー9
〕

覧

雲

著
〔重
刊
粘
碩
説
話
序
に
見
ゆ
U

著

者

未

詳

朝

鮮

白

波

著
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枯
碩
論
話
の
由
來
は
重
刊
拮
煩
説
話
序
に
見
え
て
を
る
。

往
在
勝
國

々
朝
、
以
暉
法
爲
干
城
、
禦
逡
兵
延
國
詐
、
當
時
輝
學
之
盛
、
不
在
中
國
之
下
、
是
以
散
聖
牧
牛
翁
之
嗣
法
無
衣
子
謳
公
、
爽
其

輝
門
諸
傑
之
或
拮
或
煩
、
或
代
或
別
、
於
本
師
所
説
、
及
乎
迦
葉
以
下
所
示
者
、
散
在
諸
語
録
底
、
編
録
爲
三
十
巻
文
、
目
之
日
拮
碩
、
代

別
略
也
、
以
始
學
者
、
而
其
語
隙
略
、
又
多
出
於
内
外
諸
書
、
反
使
管
見
者
未
発
誘
蒼

々
之
懲
、
故
魑
谷
昼
雲
公
欄
焉
、
別
爲
読
話
而
明
之

(
下
略
)



戊
午
仲
夏
曹
渓
山
人
無
用
秀
演
謹
序

　

　

　

　

　

　

　

撰
者
に
就
て
、
右
の
序
文
に
見
え
る
や
う
に
、
鐘
谷
畳
雲
ε
す
る
読
ε
、
恵
…謳
の
門
人
覧
雲
ε
す
る
読
く㌧あ
る
。
鋸
谷
は
恵
謳
を
距
る
こ
ミ
頗

る
後
世
の
人
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
、
恵
謳
の
門
人
た
る
壁
雲
の
撰
で
あ
ら
う
ε
い
ふ
。

五

曹

漢

宗

の

法

豚

曹
溌
宗
の
法
脈
は
其
後
如
何
や
う
に
綾
い
た
か
、
明
瞭
を
鋏
く
貼
が
あ
る
が
、
曹
渓
の
第
四
世
に
眞
明
國
師
混
元
が
あ
る
。
混
元
、
俗
姓
は

李
氏
、
逡
安
縣
の
人
、
法
を
恵
…謳
に
嗣
ぎ
、
定
慧
杜
に
住
し
、
晋
陽
公
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
其
創
む
る
ε
こ
ろ
の
縄
源
寺
に
住
し
、
戊
午
歳
、
上

命
を
以
て
断
俗
寺
に
住
し
、
至
元
八
年
辛
未
十
二
月
十
日
寂
を
示
し
た
。
享
年
八
十

一
、
萬
六
十
八
、
師
は
叉
清
眞
國
師
に
師
事
し
、
壬
子
八

月
清
眞
寂
す
る
に
及
び
、
囑
を
受
け
て
、
曹
渓
に
住
し
、
第
四
世
ε
爲
つ
た
ミ
い
ふ
こ
ε
で
あ
る
か
ら
、
曹
渓
宗
は
初
租
普
照
國
師
、
二
租
眞

豊
國
師
、
三
租
清
眞
國
師
、
四
祀
眞
明
國
師
ミ
爲
る
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
第
五
組
は
慈
眞
國
師
で
あ
る
。

慈
眞
國
師
は
、
誰
は
天
英
、
俗
姓
は
梁
氏
、
父
は
宅
椿
、
母
は
金
氏
、
高
宗
の
二
年
乙
亥
に
生
れ
、
十
二
年
己
丑
、
眞
豊
國
師
に
就
て
得
度

し
た
。
南
遊
し
て
清
眞
國
師
に
謁
し
、
叉
眞
明
國
師
に
法
要
を
問
ふ
た
。
晋
陽
公
の
輝
源
寺
を
創
め
た
時
、
眞
明
に
從

ふ
て
往
き
、
三
十
五
年

断
俗
寺
に
住
し
、
其
後
諸
慮
に
法
輪
を
韓
じ
、
三
+
九
年
壬
子
、
清
眞
の
寂
に
遭
ひ
、
眞
明
曹
渓
を
嗣
い
で
、
第
四
世
ε
爲
つ
た
時
、
天
英
は

輝
源
寺
に
主
ε
な
り
、
四
十
三
年
丙
辰
秋
、
眞
明
に
嗣
い
で
、
曹
漢
に
住
し
た
。
忠
烈
王
十
二
年
丙
戊
二
月
二
十
九
日
、
高
興
郡
佛
皇
寺
に
寂

し
た
。
壽
七
十
二
、
臓
五
十
七
、
曹
渓
に
住
す
る
こ
ぐ」凡
そ
三
十
年
で
あ
つ
た
。

第
六
世
圓
鑑
國
師
、
誰
は
法
桓
、
後
沖
止
ミ
改
め
、
自
ら
安
庵
ε
號
し
た
。
俗
姓
は
魏
氏
、
定
安
の
人
、
父
紹
は
戸
部
員
外
郎
、
母
宋
氏
は

吏
部
員
外
郎
子
沃
の
女
で
あ
る
。
丙
子
十

一
月
十
七
日
に
生
れ
、十
九
歳
に
し
て
登
第
し
、
か
つ
て
日
本
に
使
し
た
こ
ε
が
あ
る
。圓
悟
國
師
を
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輝
源
肚
に
訪
ひ
、
出
家
受
戒
し
、
四
十

一
歳
の
時
、
金
海
の
甘
露
杜
に
住
し
、

一
灘
徒
の
講
に
慮
じ
て

一
詩
を
賦
し
た
が
、
,文
名
天
下
に
鳴

つ

24

た
。
詩
に
云
く
。「
春
日
花
開
桂
苑
中
、.
暗
香
浮
動
少
林
風
、
今
朝
果
熟
沽
甘
露
、
無
限
人
天

蝋
味
同
」
丙
戊
二
月
園
悟
寂
し
、其
席
を
縫
い
で
、

曹
漢
の
第
六
世
ε
爲
り
、
壬
辰
八
月
疾
を
示
し
、
癸
巳
四
月
十
日
寂
し
た
。
壽
六
十
七
、
臓
三
十
九
。
偶
に
多
く
。
「
閲
過
行
年
六
十
七
、
及
到

今
朝
萬
事
畢
、
故
郷
蹄
路
坦
然
李
、
路
頭
分
明
未
曾
失
、
手
中
繰
有

一
枝
笥
、
且
喜
道
中
脚
不
跣
」
日
本
に
來
た
こ
ε
が
あ
る
爲
か
,
語
録
二

,

籍

刻
の
本
が
行
は
れ
て
を
る
。
驚

鋒

鵜

蕊

鑑

鱒

癖

誓

録

磯

疎
欄

呆

人
に
は
面
白
姦

い
詩
だ
け
慧

、
試
に
東
征
頒

の

一
篇

を
引

か
う
。

東

征

頒

皇

帝

御
ご
天
下

一、

神
功

超

二
放

助

一、
徳

寛

包

二
有

蔵

一、
澤

廣

被

二
無

堺

一、
車

共

二千

途
轍

一、

書

同

二
九
域

叉

一、

唯
残

二島

夷

醜

一、

假
息

一一鼎

魚

群

一
、

但
特

二愴

漠

隔

一
、
勿

圏

二
彊

揚

分

一、
苞
茅

曾

不

γ
入
、

班

瑞

亦
無

ノ
聞
、

帝
乃

赫

斯

怒

、

時
乎

命

二
我

君

一、
一
千

龍
鵠

阿

、

十

万
虎

貌

軍

、
問

ご
罪

扶
桑

野

一、
興

二師

合

浦

漬

一
、
鼓

聲

轟

二
E

浸

一、

旛

肺

携

一一長
雲
『

饒

勇

皆
趨

γ死

、
英

雄
競

立

γ勲

、

江

思

二韓

信

背

一
、
舟

欲

二
孟

明

焚

一、

係

γ
越

奨
專

γ
美
、

卒

/
呉

不

γ
足

〆
云

、
所

ノ
管

慮

一一瞬

息

一、
献

ノ
捷
在

二
朝

嚥

一、

玉

吊
雫

修

ン
貢

、

干
黄

壷

解

〆
紛

,
元

戎

錫

三
主
由

一
、

戦

卒
返

耕

癒

、
快

剣

匝

二
三
尺

一、

良

弓
獲

一一百
斤

一、

四

方
歌

浩

々
、
八

表
樂

欣

々
、
…燵
燧

牧

二
邊
警

一、

風
塵

絶

二
塞

氣

一
、當

レ
…観
聖

天
子

、
萬

歳

秦

二
南

重

一
。

次

に
、
第

十
世

の
慧

鑑
國

師

が

あ

る
。

慧
鑑

諌

は

萬

恒
、

俗
姓

は

朴

氏
、

熊
津

郡

の
人

、

家

は
儒

を
以

て
業

ε
し
た

。
出

家

し
て

、
楓

岳

、

智

異

山

等

に
往

き
、

圓

悟

に
随

從

し

た
。

延
砧

己
未

八

月

十
八

日
寂

す
。

壽

七

十

一
、

臓

五

十
八
。

王
哀

悼

し

て
慧

鑑

國
師

の
號

を
賜

つ
た

。
其

他
礎

倣

な

さ
の
名

僧

が

あ

つ
て
、
法

脈

は
高

麗

の

末

葉
に

及

ん
だ

が

、
其

後

は

振

は
な

く
な

つ
て
、

滅

び

て

了

つ
た
。

豊

倣

は

王
師

ミ
な

り

、



乙
未
七
月
世
吉

に
奉

レ
獣

数

、
普
照
國
師
よ
り
+
三
世
ε
い
ふ
か
ら
、
墓

宗
も
、
知
訥
よ
り
+
三
嚢

い
た
ミ

恵

は
で

。
而

し
て
、
李
朝
の
初
、
世
組
の
時
、
佛
教
を
繹
教
二
宗
に
分
ち
、
輝
三
宗
、
歎
四
宗
ミ
爲
し
た
時
に
、
曹
渓
宗
は
灘

の

一
派
ε
し
て
名
を
留
め
て

を
る
。
興

雛

誘

疑

騨

罎

即

礪
・
今
世
組
の
定
め
た
、
七
宗
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

轟嬉興宗 (
律
宗
)

(
天
台
徳
詔
の
法
脈
、
郎
ち
法
眼
宗
)

(法
相
宗
)

(
中
道
宗
即
ち
三
論
宗
定
帥
印
宗
即
ち
眞
嘗
宗
)

(
開
城
の
國
清
寺
た
本
山
ビ
す
る
天
台
法
花
宗
)

六

李

朝

の

暉

宗

無
師
猫
悟
の
曹
漢
宗
-
普
照
國
師
知
訥
を
開
租
ミ
す
る
ー
は
麗
末
に
嚢

へ
て
、
支
那
傳
來
の
輝
宗
が
李
朝
に
興

つ
た
。
邸
ち
、
太
古
普
愚
、

獺
…翁
慧
勤
を
中
心
ε
す
る
支
那
流
の
暉
が
李
朝
を
通
じ
て
、
命
脈
を
保
ち
、
其
初
期
に
於
て
隆
盛
を
極
め
て
居
る
。
李
朝
の
輝
宗
に
就
て
は
、

稿
を
改
め
て
設
く
…機
會
も
あ
ら
う
か
ら
、
夫
に
譲
り
、
此
に
は
唯
其
法
系
の
大
綱
を
示
し
、
以
て
、
李
朝
の
灘
風
を
想
像
せ
し
む
る
の
資
料
ε

し
よ
う
。
左
に
掲
ぐ
る
ミ
こ
ろ
は
、
康
熈
二
十
七
年
、
普
賢
寺
開
板
す
る
ε
こ
ろ
の
佛
祀
宗
派
之
圖
に
就
い
て
、
繁
を
除
き
、
冗
を
去
り
て
、

大
系
だ
け
を
極
め
て
簡
軍
に
圖
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
師
ち
臨
濟
に
、
黄
龍
、楊
岐
の
二
派
あ
る
中
、楊
岐
派
の
佛
果
園
悟
の
下
か
ら
、
虎
丘
、
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大
慧
の
二
派
を
分
出
し
、
前
者
に
松
源
、
破
庵
の
こ
系
あ
り
。
李
朝
の
輝
は
破
庵
の
法
系
に
出
つ
る
の
で
あ
る
。
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破
庵
祀
†

舞

圓
肇

雪
嚢

甲

及
庵
信
」

ー
亭
山
慮
林
r

獺
翁
慧
勤
ー

妙
嚴
無
學

…
…
(
千
峰

卍
雨

)

」
石
屋
清
瑛
ー

太
古
並
.愚
ー

幻
庵
混
修
i

轟
谷
豊
墨
下

登
階
正
心
]

ー
碧
松
智
嚴
ー

芙
蓉
難
観
ー

護

休ヱ
目簾

f

浮
休
善
修

七

結

語

高
麗
の
佛
敏
は
非
常
に
隆
盛
を
極
め
た
け
れ
さ
、
我
が
李
安
朝
の
佛
教
の
や
う
に
、
修
法
所
濤
、
法
會
韓
経
が

多
く
,
從
て
國
家
の
撰
災
招

福
の
行
事
ミ
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
、
義
學
は
振
は
な
か
つ
た
。
其
鐙
糠
ミ
し
て
、
當
時
學
檜
の
撰
述
の
残
ら
ざ
る
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
。
大

藏
を
刻
す
る
こ
ε
数
回
、
績
藏
迄
も
刻
し
た
が
、
多
く
、
佛
力
に
頼
り
て
、
蒙
古
の
來
選
を
禦
ぐ
爲
で
あ
つ
た
。
其
間
に
渇
り
曹
漢
の

蝋
派
が

あ
つ
て
、
心
地
を
明
に
す
る
法
門
を
開
い
て
民
心
を
指
導
し
た
事
は
多
ε
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
假
令
師
承
の
尋
ぬ
可
き
も
の
が
な
い
ミ
し
て
も
、

華
嚴
の
十
重
唯
識
観
、
三
聖
圓
融
観
の
如
き
階
梯
に
依
り
て
も
、
見
性
の
域
に
進
む
こ
S
が
出
來
な
い
こ
ミ
は
あ

る
ま
い
。
我
が
鎌
倉
時
代
の

明
慧
上
人
の
修
暉
S
よ
く
似
た
ご
こ
ろ
が
あ
る
。
明
慧
上
人

一
攣
す
れ
ば
、曹
漢
宗
ε
な
ら
ぬ
簡こ
限
ら
ぬ
。
教
宗
の
観
門
を
鑛
充
し
た
輝
観
は
、



蓬
磨

一
流
の
祀
師
輝
ε
は
源
流
を
異
に
す
る
が
、
行
業
に
至
り
て
は
、
相
似
の
鮎
も
あ
る
。
要
す
る
に
、
高
麗
朝
に
興
つ
た
曹
漢
宗
は
頗
る
異

色
あ
る
教
的
輝
ー
-
教
宗
の
観
門
に
立
脚
し
た
輝
観
ー
i
ε
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
畢
寛
す
る
に
、
清
涼
、
圭
峯
派
の
輝
が
海
東
に
其
浪
を
犀
け

た
ご
観
る
が
、
正
當
の
観
察
で
あ
ら
う
。
吾
人
は
佛
敏
史
上
斯
襟
な
過
渡
期
的
現
象
に
特
に
興
味
を
感
す
る
こ
ミ
を
附
言
し
て
置
か
う
。

(大
正
十
四
年
二
月
十
三
日
夜
稿
了
)
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